
台本 

1 
銭ゲバ本部長のアバウト過ぎるお金の話～お金の生まれる仕組み編編～ 
お金の生まれる仕組みって知ってる？ 
まず日本銀行がお金を刷ります。この時点ではただの紙です。 
次に国が公共事業などで民間業者にお金を払うのに使われたり、または誰かが事業の資金調達の為に銀行に融資してもらったりします。 
ここで初めてただの紙がお金と呼ばれるものに変わります。 
それがお金です。 
つまり、、、 
つまり借金してる奴が世の中で一番偉くね！？！？ 

2 
銭ゲバ本部長のアバウト過ぎるお金の話～「国の借金」編～ 
国がお金を刷り生み出されたお金を国債といいます。 
多分多くの人が「国の借金」という名前で覚えさせられてるものです。 
さて、ここで問題です。 
この国の借金とされているものを全ての国民の力で完済したら、つまりそれだけの税金を納税したらどうなるでしょう？ 
答えは簡単、「円」というお金が日本から無くなります。 
え、、、 
じゃあなんで税金納めさせられてんの！？！？ 

3 
銭ゲバ本部長のアバウト過ぎるお金の話～投げ銭の行方編～ 
アナタが推しの配信者に投げてる投げ銭から実際に配信者に入る報酬は大抵10～30%、どれだけ凄い人でも50%以下です 
では残りのお金は何処に流れているのでしょう？ 
全て配信アプリの運営費でしょうか？ 
いいえ、大半株主の金持ちのおっさんの懐に入ります 
つまり、、、 
推しよりおっさんに貢がされてる率のが高いよ！？！？ 

4 
銭ゲバ本部長のアバウト過ぎるお金の話～自身の活動について編～ 
どうも銭ゲバ本部長です 
私は自身のオリジナル曲を1分間の試聴動画としてYouTubeに月1曲投稿し、その曲のフル尺制作とPV制作の資金をクラウドファンディングで募っております 
月時の収支報告もショート動画にて行います 
業界の玄人みたいな人は決まってこう言います 
「音楽や芸能とは夢を売る仕事だ」と 
つまりお金の話なんかタブー中のタブーなんだと 
そう洗脳されてきた夢追い人達は身銭を切って制作費を捻出します 
陰でバイトしていてもファンには決して見せません 
そしてファンが投資してくれたお金はほとんどプレイヤー達には入りません 
私の知り合いは某メジャーレーベルからデビューし横浜アリーナでワンマンをソールドアウトできる程になってもまだバイトしてました 
そう、音楽業界とは夢の墓場みたいな所です 
サラリーマンでもバンドマンでも言える事ですがプレイヤーが潤わない団体に未来などありません 
だってみんな辞めちゃうもん 
もうこんなのやめにしませんか 
「夢は誰しもが平等に見れる」なんて寝言は寝て言えって話でしょ 
つまり私が何を言いたいかと言うと、、、 
500円でいいから俺に投資してくれえええ！！！！ 

5 
銭ゲバ本部長のアバウト過ぎるお金の話～夢を追うバンドマンに伝えたい事編～ 
夢を追うバンドマンのアナタへ、特に！楽器代に衣装代にスタジオ代にノルマにグッズ制作費にetc...全部払ったら売り上げ入っても赤字だよ！というアナタ！ 
私もそうでした、だからこそ伝えたい！ 
税務署に行って個人事業主登録してきて下さい 
アナタがバイト代から捻出してるそのお金、それは「経費」なんです 
「経費」が「売り上げ」より多いって事は、収支がマイナスという事なんです 
払わなければいけない税金がいろいろありますよね 
あの一部はバイト代の総額からのパーセンテージで算出されてる 
でも、その年間バイト代からバンドでの赤字引いたらどうでしょう、年収としてだいぶ下がりません？ 
それがアナタの実年収なんです 
それをしっかり申告すれば、税金はその分下がります 
その方がよくないですか？ 
つまり、、、 
金の勉強してお前のファンがしてくれた課金をできるだけ無駄にすんなよって事ぉぉぉ！！！ 

6 
銭ゲバ本部長のアバウト過ぎるお金の話～ブラック企業とか労基とか、、、編～ 
職場がブラックだ、労基違反だ、とかいう話をよく耳にするのは私だけじゃないでしょう 
でもまず、その前に考えてみて下さい 
あなたは時間が欲しいけど仕方がなく働いてますか？ 
それとも目的の為に必要な資金を作りたいですか？ 
後者の人は聞いてください 
労基は、お金を稼がせてくれる為にある法律じゃありません 
労基を守っているホワイト企業ならお金を稼げる訳じゃありません 
労基はあなたの夢を叶えてはくれません 
お金を稼ぐ為に必要な事 
それは成果を上げる事 
それ以外にありません 
今の職場で成果を上げれないなら 
まず上げれる環境を探して下さい 
そして 
国が勝手に決めた人間の一日の労働時間など気にせず 
とにかく勉強し、がむしゃらに努力して下さい 
そうする事でしかお金は稼げません 
つまり、、、 
他人のせい、国のせい、会社のせいにばかりしてる他責的な人間になるなよ一円も得しないぞ！って事


